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女子
順位 選手名 所属 記録

１ 蜂須賀 源 東京陸上競技協会 2 時間 19 分 57 秒
２ 小林 航央 新電元工業株式会社 2 時間 20 分 08 秒
３ 田中 龍誠 新電元工業株式会社 2 時間 21 分 24 秒
４ 小林 宏輔 コモディイイダ 2 時間 24 分 15 秒
５ 大橋 真弥 K-project 2 時間 24 分 19 秒

男子
順位 選手名 所属 記録

１ 茂原 大悟 群馬ユナイテッド AC 31 分 36 秒
２ 青木 純 RUNS 33 分 08 秒
３ 若菜 優雅 MAXPROJECT 33 分 09 秒
４ 秋元 皓志 栃木陸協 33 分 15 秒
５ 関 博紀 ATJ 33 分 19 秒

女子
順位 選手名 所属 記録

１ 朝倉 万里子 東京海上日動 40 分 37 秒
２ 根元 香苗 青春ランナーズ 40 分 44 秒
３ 福永 真弓 栃木陸協 40 分 49 秒
４ 氏家 励奈 矢板東高等学校 41 分 32 秒
５ 草柳 杏恋 41 分 45 秒

順位 選手名 所属 記録
１ 澤畠 朋美 さわはた～ず 2 時間 40 分 08 秒
２ 鈴木 絵里 能代山本陸上競技協会 2 時間 41 分 09 秒
３ 沼田 夏楠 笠松走友会 2 時間 48 分 24 秒
４ 川崎 由理奈 RUNARX 2 時間 51 分 23 秒
５ 神田 千晶 東京陸協 3 時間 01 分 22 秒

男子

この大会は、独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ助成を受けて
おり、助成金については、タイムの計測などの大会運営に関する費用に活用されました。

当日は、市内の交通規制にご協力いただき、ありがとうございました。当日は、市内の交通規制にご協力いただき、ありがとうございました。

nap htawara
スナップおおたわら

11 月 23 日開催『第 34 回大田原マラソン大会』11 月 23 日開催『第 34 回大田原マラソン大会』
問スポーツ振興課　スポーツ振興課　 ０２８７０２８７‒‒２２２２‒‒８０１７８０１７

マラソンの部優勝の蜂須賀さんマラソンの部優勝の蜂須賀さん

ゲストランナーの猫ひろしさんと三津家 貴也さんゲストランナーの猫ひろしさんと三津家 貴也さん

フィニッシュ後のドリンク配付サービスフィニッシュ後のドリンク配付サービス モバイル AED 隊（救護スタッフ）モバイル AED 隊（救護スタッフ）

35km 付近の折り返しカラーコーンを35km 付近の折り返しカラーコーンを
モニュメントとして新調モニュメントとして新調

味噌汁の無料サービス味噌汁の無料サービス
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11/9
史跡ウォーク開催

大田原の史跡を歩こう

　市内在住で黒磯高等学校 3 年生の吉田 旺
お う き

生さん
が、能登半島被災地支援プロジェクトに参加した
報告のため市長を訪問しました。
　この事業は、公益社団法人日本青年会議所が主
催する被災地支援事業の一環で、全国の都道府県
から各 1 名の高校生を被災地に派遣し、復興支援
について考え防災意識の向上を図ることを目的と
しています。
　吉田さんは、8 月上旬に栃木県の代表として輪島
市へ赴き、被災地の高校生と復旧に関する課題や
今後の復興プランについて意見交換を行いました。

 

10/2811/11
大田原とうがらしの郷づくり推進協議会表敬訪問
農林水産大臣賞を受賞

11/11
那須土木株式会社からの寄附

　令和 6 年度豊かなむらづくり全国表彰事業にお
いて、農林水産大臣賞を受賞した、大田原とうが
らしの郷づくり推進協議会が市長を表敬訪問され
ました。
　本市の特産物でもある唐辛子「栃木三鷹」を核
とした地域活性化に取り組んでおり、唐辛子の生
産量の増加や遊休農地の解消に貢献したほか、新
たな商品開発や地元小学生への普及活動などが高
く評価されました。
　今後の更なる活躍に期待いたします。

子育て支援事業のために 10/2811/15

　那須土木株式会社（本社：大田原市中央）より
100 万円の寄附をいただきました。
　今回の寄附は、那須土木株式会社が創業 140 周
年を迎え、「お世話になった市民の皆さまへ感謝
の気持ちを贈りたい」と、子育て支援事業への活
用を目的にいただいたもので、平成 26 年 7 月の
寄附に続き 2 回目の寄附となります。
　今回の寄附は、大田原市子ども未来館の遊具購
入費用に充てられ、子育て環境の更なる充実と、
子どもたちの健やかな成長のために活用させてい
ただきます。

能登半島被災地支援プロジェクト参加報告
被災地の復興を願って

　市制施行 70 周年記念展関連企画として、大田原
市内の史跡をめぐる史跡ウォーク「城下町・陣屋町
編」を開催しました。
　当日は大田原・黒羽・福原の 3 コースで実施され、
参加者は担当学芸員の解説を聞き、当時の情景に思
いを馳せながら大田原市の歴史を感じていました。
普段通る道にも歴史が隠れているかもしれません。
　史跡ウォークの資料は今後市HPで公開していく予
定です。寒い時期にはなりますが、ちょっと寄り道
して大田原市の歴史を感じてみませんか。

福原コースの様子福原コースの様子
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触れて感じる歴史
さわってみよう！開催

11/16

 

10/2811/16
薄葉小学校創立 150 周年記念事業

　市制施行 70 周年記念展関連企画として、「さ
わってみよう！」土器・民具編と古文書・甲冑
編を開催しました。
　当日は、実際に民具に触れ、縄文時代や古墳時
代の土器を持ってみたり、江戸時代の古文書や甲
冑に触れたりしながら解説を聞きました。レプ
リカではなく本物の資料に触れて、質感や普段
は見ることのできない細部まで観察することで、
いつも以上に歴史への理解が深まりました。
　貴重な体験ができた参加者たちの表情は、喜
びにあふれていました。

わくわく！ふれあいうすばランド！

　佐久山小学校で、創立 150 周年の記念行事とし
て記念式典と記念音楽会が開催されました。
　式典では、古写真を投影しながら佐久山小学校
のこれまでの歩みの紹介や、児童代表のあいさつ・
記念品の贈呈などを行いました。
　音楽会では、海外で活躍されているシンガーソ
ングライターのすわ じゅんこ さん（大田原市国
際親善大使）をお迎えし、自身が作詞作曲した曲
などを、児童と共に披露しました。児童たちは元
気な声で歌声を披露し、皆で創立 150 周年の節目
を祝いました。
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11/17
天狗王国まつり開催

　保護者や地域の方たちと一緒に、楽しく薄葉小
学校の 150 周年を祝いました。
　お手玉を床の上の的に投げる「お手玉ゲーム」
やタオルに風船を乗せて運ぶ「風船運びリレー」
などを親子で楽しみました。
　体育館で行われた「らんま先生のサイエンス
ショー」では、実験やパフォーマンスを楽しみな
がらも環境問題や SDGs について考える機会になり
ました。ギネス世界記録の大きな空気砲から放た
れた空気の輪が、体育館の壁まで届いて消えると、
子供たちからは一段と大きな歓声が上がりました。

食・歴史・文化を満喫 10/2811/29

　栃木県なかがわ水遊園特設会場で天狗王国まつ
りが開催されました。
　まるごとマルシェでは、41 店舗の魅力的な飲食
物の屋台やキッチンカーが出店。展示ブースでは大
田原市の歴史や文化、観光などを題材とした展示が
行われました。ステージでは、黒羽太鼓やフラダン
ス、歴史講話、大田原ふるさと大使やとちぎ未来大
使による歌唱ライブ、地元中学生や地元出身の監督
による映像作品上映などが行われました。なかでも、
能登半島復興を呼びかけたショーには多くのご当地
ヒーローが登場し、会場は大いに盛り上がりました。

佐久山小学校創立 150 周年記念式典
歌声と共に節目を祝う



11/30 10/2812/13
金丸小学校創立 150 周年記念式典 宇田川小学校伝承教室開催

　金丸小学校で、創立 150 周年の記念行事として
記念式典とアトラクションが開催されました。
　式典では、校内で募集したオリジナル記念キャ
ラクター「まるぎょくん」を中心にあしらった、
手作りの大型記念アートを披露しました。この作
品は、全校生で「まるぎょくん」を折り紙を使っ
て描き、周囲を児童の自画像で飾ったものです。
　アトラクションでは、那須神社永代々神楽や 6
年生による研究発表が行われたほか、全校生によ
る振り付けを交えた合唱が披露されました。笑顔
と共に創立 150 周年の節目を祝いました。

　親園地区公民館との共催で、年末の恒例行事と
なっている、伝統文化の継承を目的とした伝承教
室を開催しました。
　しめ縄保存会をはじめとした地域の方たちの指
導のもと、6 年生の児童 8 名が、空き缶を使った
ミニ門松作りを体験しました。藁を巻いたり、紐
をきつく結んだりと慣れない作業に苦戦しました
が、地域の方たちが児童一人ひとりに丁寧に作り
方を教え、立派なミニ門松を作り上げました。
　児童たちは完成したミニ門松を手に、満足そう
な笑顔を見せていました。

手作り大型記念アートを披露 ミニ門松で新たな年を！
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現代部会調査速報⑭
～自治体の合併二十歳（はたち）のお祝い～

問文化振興課　Ａ別館２階　 ０２８７‒４７‒５０３１

市史編さんだより vol.51

　令和6年（2024）12月1日、大田原市は市制施行70周年を迎えました。そして今年は、平成17年（2005）の市町
村合併から20年を迎えることから、今回は旧大田原市の市制施行・旧黒羽町の町村合併20周年と、昭和の合併
がなかった旧湯津上村の村制施行100周年を振り返ります。
　旧大田原市では、市制施行20年となる昭和49年（1974）に、市民憲章の制定、市の花・木・魚の選定などが行わ
れ、11月には5日間にわたり大田原小学校を会場に各種展示会が開催されました。20歳（周年）ということで記
念たばこの販売もありました。現在の市役所入口にある孤高のイチョウ「団結の木」も、この年11月1日の記念
式典後に植樹されています。旧黒羽町では、昭和50年2月の町村合併20年を、山車の引き回しや3日間にわたる
各種展示会、地元の民俗芸能披露で祝いました。旧湯津上村では、村制施行100年にあたる昭和63年度の1年間
を通して、「マラソンソフトボール」などをはじめとした行事を毎月開催しました。同年11月3日の記念式典後
にはタイムカプセルを埋設し、その50年後となる2038年の開封が待たれます。　　　　　（現代部会  木下 義文）

旧大田原市・「団結の木」植樹
（昭和49年11月1日）

旧黒羽町・役場前の山車
（昭和50年2月9日）

旧湯津上村・埋設前のタイムカプセル
（昭和63年11月3日）
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